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市議会だより　12月号

問　

西
児
童
セ
ン
タ
ー
の
分
室
建
設
の

進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　

建
物
の
実
施
設
計
は
、

お
お
む
ね
完
了
し
て
い
ま
す
。
9
月
中

に
施
工
業
者
を
決
定
の
上
、
10
月
に
着

手
し
、
来
年
3
月
に
は
完
成
す
る
見
込

み
で
す
。

問　

工
事
に
伴
い
工
事
車
両
な
ど
が
増

加
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
利
用
者
へ
の

安
全
対
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

子
ど
も
福
祉
課
長　

西
小
学
校
児
童
の

登
下
校
時
間
帯
や
西
児
童
セ
ン
タ
ー
を

利
用
す
る
児
童
が
多
い
時
間
帯
の
出
入

り
を
控
え
ま
す
。
ま
た
、
作
業
敷
地
内

に
は
、
交
通
誘
導
員
の
配
置
や
建
設
工

事
箇
所
を
フ
ェ
ン
ス
で
覆
う
な
ど
の
安

全
対
策
に
努
め
ま
す
。

問　

建
設
さ
れ
る
分
室
の
利
用
者
の
定

員
は
何
名
に
な
る
の
か
。

子
ど
も
福
祉
課
長　

利
用
定
員
40
名
の

ク
ラ
ブ
室
を
2
室
整
備
し
て
、
80
名
と

す
る
予
定
で
す
。

問　

西
児
童
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
数
の

増
加
や
敷
地
面
積
な
ど
を
考
え
る
と
、

今
の
施
設
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
西
公
民
館
と
西
児
童
セ
ン
タ
ー
を

別
の
場
所
に
分
離
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
。

市
長　

公
民
館
や
児
童
セ
ン
タ
ー
の
利

用
実
態
を
十
分
検
討
し
て
い
ま
す
。
現

状
を
考
え
る
と
本
当
に
厳
し
い
状
況
と

い
う
こ
と
は
十
分
認
識
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
駐
車
場
が
少
な
い
と
い
う
多
く

の
意
見
も
あ
り
ま
す
の
で
、
新
年
度
に

向
け
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は

用
地
の
問
題
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

ら
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を
進
め
ま

す
。子

育
て
拠
点
施
設
へ
活
用
を

問　

分
離
し
た
場
合
、
西
小
学
校
に
近

い
西
児
童
セ
ン
タ
ー
は
、
西
部
地
区
の

子
育
て
拠
点
施
設
と
し
て
活
用
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
長　

学
校
の
近
く
に
あ
る
児
童
セ
ン

タ
ー
を
有
効
活
用
し
、
各
学
校
区
ご
と

に
子
育
て
支
援
や
子
ど
も
の
拠
点
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
の
で
今
後
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

◎
そ
の
他
の
一
般
質

・
若
い
世
代
の
市
政
へ
の
関
心

・
ハ
ナ
ト
ピ
ア
岩
沼
の
利
活
用

問　

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
推
進

で
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
が
諮
問
さ

れ
、
昨
年
は
、
教
育
課
程
企
画
特
別
部

会
に
お
い
て
「
論
点
整
理
」
が
行
わ
れ

て
い
る
。
背
景
を
解
決
す
る
た
め
に
ア

ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
答
申
と
し
て

言
及
さ
れ
た
が
、
変
化
を
踏
ま
え
た
指

導
導
入
の
必
要
性
を
伺
う
。

教
育
長　

授
業
に
つ
い
て
は
、
十
分
に

意
を
用
い
て
、
そ
の
方
向
に
進
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

問　

学
ぶ
姿
勢
や
態
度
が
受
動
的
で
な

く
、
能
動
的
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
知
識
を
詰

め
込
む
だ
け
で
な
く
、
知
識
を
使
い
新

た
な
問
題
を
発
見
し
、
解
決
し
、
今
ま

で
に
な
い
「
新
し
い
知
識
を
創
造
す
る

力
」
が
求
め
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
身
に
付
く
力

が
必
要
で
は
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長　

こ
れ
ま
で
も
対
話
形

式
な
り
、
グ
ル
ー
プ
な
り
の
学
習
対
話

形
式
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
さ
ら

に
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　

発
達
段
階
や
教
科
、
学
習
面
で
異

な
る
が
、
教
員
の
授
業
の
ス
キ
ル
の
高

さ
で
あ
る
「
き
ち
ん
と
教
え
る
」「
わ

か
り
や
す
く
教
え
る
」「
反
復
し
て
教

え
る
」
を
自
覚
し
つ
つ
「
学
び
合
い
」

や
「
自
己
解
決
」
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
授

業
に
取
り
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

十
分
に
踏
ま
え
行
い
ま
す
。

大
学
入
試
も
大
き
く
変
化
！

問　

今
後
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
が

廃
止
と
な
り
「
高
等
学
校
基
礎
学
力
テ

ス
ト
」
と
「
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評

価
テ
ス
ト
」
が
導
入
さ
れ
「
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
」
が
試
さ
れ
る
。

個
別
の
選
抜
で
は「
主
体
性
・
多
様
性
・

協
働
性
」
が
試
さ
れ
、
マ
ー
ク
シ
ー
ト

方
式
か
ら
記
述
方
式
へ
の
大
学
入
試
改

革
の
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
。
２
０
２

０
年
か
ら
始
ま
る
の
で
、
現
在
の
中
学

2
年
生
が
現
役
で
受
験
を
す
る
こ
と
に

な
る
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
手

法
を
取
り
入
れ
、
対
応
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

市
長　

入
試
制
度
が
変
わ
り
、
自
分
の

思
考
力
が
試
さ
れ
て
い
く
中
で
、
岩
沼

市
も
準
備
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
一
つ
の
手
段
と
し
て
捉
え
考
え

ま
す
。

一

問

一

答

方

式

に

よ

る

一

般

質

問

西
公
民
館
と
西
児
童
セ
ン
タ
ー

の
分
離

佐
藤　

剛
太

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

を
踏
ま
え
た
教
育
指
導
方
法

布
田　

一
民


